
​食品ロス削減についての市民アンケート調査結果(単純集計)​

​■ 調査期間 ： 令和8年（2026年）2月12日（木曜日）～2月27日（金曜日）​
​■ 調査方法 ： インターネット(クローズ型)​
​■ 設問数 ： 全24問(回答者の属性設問を除く)​
​■ 調査対象者 ： 札幌市民 544人（男性：269人 女性：275人）​

​年齢別内訳 ：29歳以下：124人、 30代：106人、 40代：104人、50代：106人、​
​　　　　　　　60代104人​

​I. 結果概要​

​●​ ​普段の生活で食品ロス削減を「いつも意識している（36.6%）」または​
​「時々意識している（34.9%）」と答えた人は合わせて71.5%に達し、約7割​
​の人が意識を持っている。​

​●​ ​自身の食べ残しについて、外食(宴会・飲み会以外)時では71.3%が「食べ残さ​
​ない」と回答しているのに対し、宴会・飲み会時では「食べ残さない」が​
​52%と低い。​

​●​ ​食べ残した料理の持ち帰りについて、「好ましい（40.8%）」または「どち​
​らかと言えば好ましい（36.2%）」と、約77%の人が肯定的に捉えている。​

​●​ ​お店が持ち帰りサービスを提供していれば、「利用したい（47.1%）」また​
​は「条件によっては利用したい（38.4%）」と回答した人は合わせて85.5%​
​に上る。​

​●​ ​持ち帰りを進めるうえで、「無料の持ち帰り容器や掲示物の飲食店への提​
​供」「持ち帰りのルールや注意点の周知」「周知啓発」を要望する割合が高​
​い。​

​Ⅱ.食品ロス削減の意識、札幌市の取り組み​
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​II. 外食（宴会・飲み会以外）及び宴会・飲み会時の意識と行動​
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​１　食品ロス削減の行動​

​(1)外食時​

​(2)宴会・飲み会時​
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​２　食品ロス削減の行動の実行度合​

​(1)外食時​

​(2)宴会・飲み会時​
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​３　食品ロス削減の行動を実行していない理由​

​(1)外食時​

​(2)宴会・飲み会時​
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​４　食べ残しをする理由​

​(1)外食時​

​(2)宴会・飲み会時​
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​Ⅲ. 持ち帰りの意識と行動​
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​Ⅳ.その他​
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